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児童生徒の
情報活用能力の
育成

・情報機器の基本的な操作方法の習得と活用する力の育成
・プログラミング的思考の育成
・情報社会に主体的に参画する態度と情報モラルの育成

ICT を効果的に
活用した授業改善

・ICTを活用した分かりやすく魅力ある授業づくり
・教員の ICT活用指導力の育成
・ タブレット端末持ち帰りによる、授業と家庭学習を循環
させる主体的な学習の推進

校務の情報化

・ 校務の効率化を図ることによる、教員と児童生徒が向き
合う時間の創出

・家庭や地域との連携・協力に向けた情報発信の推進
・情報セキュリティ対策の徹底

　
本
市
で
は
、
国
の
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
1
人
1
台
の
学
習

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
以
下
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」

と
い
う
。）
の
配
備
や
、
各
教
室
な
ど
へ
の

無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
な
ど
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
Ｉ

ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を

配
置
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
適
切
な

推
進
を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、

左
に
示
す
と
お
り
、
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活

用
し
た
授
業
改
善
、
校
務
※1
の
情
報
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※1 

教
職
員
が
行
う
学
校
運
営
に
必
要
な
全
て
の
仕
事
。

「Ｇ
ギ ガ

ＩＧＡスクール構想」
とは、令和元年 12月

に文部科学省が発表し
たもので、児童生徒お

よび教員に対する

１人１台の情報端末と
学校内への高速大容

量通信ネットワークの
整備など、教育のＩ

アイシーティー

ＣＴ化を進めることに
より

「多様な子どもたちを
誰一人取り残すことの

ない個別最適化された
教育を実現していこう

」という構想です。

　
玉
名
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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― 
教
育
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト 

―

　
近
年
の
情
報
技
術
の
急
速
な
進
展
に
伴

い
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
情
報
や
情
報

技
術
を
主
体
的
に
選
択
し
活
用
し
て
い
く
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

情
報
教
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
学
校
と

家
庭
で
の
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

情
報
教
育
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
が
自
分
の
良
さ
や
可
能
性
を
認
識
し
、
夢

や
希
望
の
実
現
に
向
け
、
た
く
ま
し
く
人
生

を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者

や
地
域
の
人
々
か
ら
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

﹇
　
玉
名
市
の
取
り
組
み
　
﹈

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
い

て
は
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う

な
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
4
年

9
月
か
ら
全
て
の
小
中
学
校
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
を
開
始
し
ま

し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
学
校
で
の
授

業
だ
け
で
な
く
家
庭
に
持
ち
帰
って

活
用
す
る
こ
と
で
、
学
校
で
の
学

び
と
家
庭
で
の
学
び
を
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
進
ん
で
学
び
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
同
時
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
　

を
紙
や
ペ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
文

房
具
の
一
つ
と
し
て
使
い
こ
な
せ

る
よ
う
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
も
継
続
的
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
、
学
習
に

活
用
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
起
こ
り
得

る
感
染
症
な
ど
の
非
常
時
に
お
い

て
、
児
童
生
徒
が
や
む
を
得
ず
学

校
に
登
校
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら
家

庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

﹇
　 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て

家
庭
で
で
き
る
こ
と（
例
） 

﹈

・ 

配
信
さ
れ
た
宿
題
な
ど
に
取
り

組
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・ 

ド
リ
ル
学
習
や
調
べ
学
習
な
ど
、

各
自
の
学
習
の
進
み
具
合
い
に
合

わ
せ
た
学
習
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

・ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
練
習
や
タ
イ

ピ
ン
グ
の
練
習
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

・ 

や
む
を
得
ず
学
校
に
登
校
で
き

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
授
業
を
視
聴
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

[

　 

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
　

　
　
家
庭
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

　
　
　
環
境
整
備
に
つ
い
て
　
﹈

　
家
庭
で
効
果
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
に

Ｗワ
イｉ-

Ｆフ
ァ
イｉ
環
境
が
整
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
状
況
の
中
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

授
業
視
聴
が
増
え
て
い
く
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
一
層
の
充
実
の
た

め
に
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

Global and Innovation
 Gateway for All

玉名市教育長

福
ふくしま
島 和

かずよし
義

GIGAスクール構想
に関する
問い合わせはこちら

教育総務課
（☎ 75・1133）

▲ アサガオの観察記録も今ま
では手書きでしていました
が、タブレットを活用して写
真とともに記録できるように
なりました

▲ 修学旅行で学んだことをまと
め、クラスメイトと共有します


